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第
一
生
命
保
険
が
主
催
す

る
第
25
回
目
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集

が
始
ま
っ
た
。
今
年
は
「
サ

ラ
川
」
25
周
年
を
記
念
し
て
、

映
画
『
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
Ｎ
Ｅ

Ｏ
劇
場
版
（
笑
）
』
と
の
連

動
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

行
わ
れ
る
。
ま
た
、
過
去
の

優
秀
作
品
60
句
の
中
か
ら
投

票
に
よ
り
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・

ベ
ス
ト
を
選
ぶ
「
サ
ラ
川
総

選
挙
」
も
あ
わ
せ
て
実
施
す

る
。サ

ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
全
国
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｏ
Ｌ
、

主
婦
、
自
営
業
の
方
な
ど
か

ら
、
日
常
の
中
で
の
一
幕
を

描
い
た
５
・
７
・
５
の
川
柳

を
応
募
す
る
も
の
。
今
回
の

応
募
期
間
は
10
月
３
日
か
ら

12
月
２
日
ま
で
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯

電
話
）
か
ら
も
応
募
で
き
る
。

来
年
２
月
中
旬
に
「
全
国
優

秀
１
０
０
作
品
」
を
発
表
す

る
。ま

た
、
「
サ
ラ
川
総
選
挙
」

で
は
、
第
一
生
命
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
特
設
サ
イ
ト
か
ら
60

句
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
投

票
も
で
き
る
。
テ
ー
マ
別
に

も
な
っ
て
お
り
、
上
司
・
部

下
編
、
仕
事
・
一
般
編
、
通

勤
・
ア
フ
タ
ー
５
編
、
パ
ソ

コ
ン
・
携
帯
電
話
編
、
夫
婦
・

家
庭
編
、
エ
コ
編
、
育
児
篇

な
ど
ジ
ャ
ン
ル
も
多
彩
、
楽

し
ん
で
投
票
も
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
。

ま
た
、
た
ま
に
は
、
右
脳

を
使
う
頭
の
体
操
で
、
ニ
ヤ
ッ

と
し
た
り
、
ク
ス
っ
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
一
句
を
ひ
ね

り
出
し
て
応
募
し
て
み
て
は

い
か
が
。

わ
た
し
の
好
き
な
も
の
に

「
た
だ
い
ま
は

犬
に
言
う

な
よ

俺
に
言
え
」
ど
う
も

最
近
、
亭
主
よ
り
ペ
ッ
ト
の

犬
の
ほ
う
が
大
事
に
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら

な
い
が
。

こ
ん
な
の
は
ど
う
で
す
。

「
体
重
計

踏
む
位
置
ち
ょ
っ

と

変
え
て
み
る
」
や
せ
た

い
と
思
い
つ
つ
食
べ
て
し
ま

う
。
踏
む
位
置
を
変
え
た
っ

て
体
重
が
変
わ
る
わ
け
は
な

い
の
だ
が
、
人
間
の
サ
ガ
で

す
か
ね
。

身
に
つ
ま
さ
れ
る
一
句

「
何
に
な
る
？

子
ど
も
の

答
え
は

正
社
員
」
哀
愁
が

漂
い
ま
す
ね
え
。

非
正
規
労
働
者
の
割
合
が

増
え
て
、
社
員
よ
り
よ
ほ
ど

業
務
に
精
通
し
て
い
る
パ
ー

ト
が
い
た
り
し
て
「
ク
レ
ー

ム
も

社
員
じ
ゃ
わ
か
ら
ん

パ
ー
ト
出
せ
」
こ
ん
な
場

面
が
実
際
に
あ
り
そ
う
で
す

ね
え
。

「
最
近
は

ケ
ー
タ
イ
無

い
と

字
が
書
け
ず
」
実
感
。

テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
番
組
で
読

む
の
は
ど
う
に
か
な
る
が
、

書
か
さ
れ
た
ら
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
ん
だ
ろ
う
か
。

「
円
満
は

見
ざ
る
言
わ

ざ
る

逆
ら
わ
ず
」
亭
主
関

白
な
ど
と
い
う
言
葉
は
す
で

に
死
語
。
こ
れ
が
夫
婦
円
満

の
秘
訣
か
。

が
ん
ば
っ
て
一
句
ひ
ね
り

応
募
し
て
み
て
は
い
か
が
。
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第25回
平成22年度（第24回）

久しぶり～ 名が出ないまま じゃあまたね～ シーゲ

平成21年度（第23回）

仕分け人 妻に比べりゃ まだ甘い 北の揺人

平成20年度（第22回）

しゅうち心 なくした妻は ポーニョポニョ オー マイ ガット

平成19年度（第21回）

「空気読め!!」 それより部下の 気持ち読め!! のりちゃん

平成18年度（第20回）

脳年齢 年金すでに もらえます 満33歳

平成17年度（第19回）

昼食は 妻がセレブで 俺セルフ 一夢庵

平成16年度（第18回）

オレオレに 亭主と知りつつ 電話切る 反抗妻

平成15年度（第17回）

「課長いる？」 返ったこたえは 「いりません！」 ごもっとも

平成14年度（第16回）

タバコより 体に悪い 妻のグチ －小心亭主－

平成13年度（第15回）

デジカメの エサはなんだと 孫に聞く 浦島太郎

第一生命「サラリーマン川柳コンクール」過去10年間第一位作品

今
回
の
本

の
紹
介
は
小

説
で
あ
る
。

宮
城
谷
昌
光
は
昭
和
20
年
生

ま
れ
の
歴
史
小
説
家
で
、
古

代
中
国
を
題
材
に
し
た
歴
史

小
説
を
数
多
く
出
版
し
て
い

る
。
宮
城
谷
昌
光
は
、
小
説

を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
資
料

を
徹
底
的
に
読
み
込
み
、
そ

し
て
調
査
し
、
そ
の
上
に
立
っ

た
想
像
力
で
、
魅
力
的
な
人

物
を
描
き
、
多
く
の
フ
ァ
ン

を
得
て
い
る
。

三
国
志
は
魏
・
呉
・
蜀
の

三
国
時
代
を
テ
ー
マ
に
し
た

読
み
物
と
し
て
、
多
く
の
作

家
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
形
劇
、
横

山
光
輝
の
マ
ン
ガ
な
ど
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
私

た
ち
に
な
じ
み
の
三
国
志
で

は
、
劉
備
や
、
関
羽
、
張
飛

と
い
っ
た
英
雄
や
ス
ー
パ
ー

ヒ
ー
ロ
ー
の
活
躍
す
る
物
語

と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
宮
城
谷
昌

光
の
三
国
志
に
は
、
英
雄
や
、

ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
は
登
場

し
な
い
。
宮
城
谷
昌
光
は
資

料
を
納
得
い
く
ま
で
読
み
込

み
、
歴
史
に
も
と
づ
い
て
、

失
敗
や
決
断
を
す
る
人
間
を

描
き
切
ろ
う
と
す
る
。
そ
う

し
た
人
間
描
写
に
深
み
や
凄

味
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
宮

城
谷
文
学
の
魅
力
で
あ
り
、

多
く
の
人
を
魅
了
す
る
も
の

に
な
っ
て
い
る
。

月
刊
「
文
芸
春
秋
」
に
今

も
連
載
中
の
本
書
は
、
単
行

本
と
し
て
10
巻
ま
で
出
版
さ

れ
て
お
り
、
文
春
文
庫
で
も

第
６
巻
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
内
容
と
い
い
、
分
量
と

い
い
手
強
い
の
で
、
読
む
に

は
相
当
な
気
力
が
必
要
で
あ

る
が
、
辞
書
を
引
き
な
が
ら

読
む
と
い
う
小
説
の
読
み
方

の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
い
つ
完
結

す
る
の
か
皆
目
わ
か
ら
な
い

が
、
自
分
が
生
き
て
い
る
う

ち
に
、
こ
の
小
説
を
あ
と
何

回
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
繰
り
返
し
読
ん
で

み
た
い
小
説
で
あ
る
。

本
の
紹
介
③

『
三
国
志
』

宮
城
谷
正
光
著

文
芸
春
秋
社
刊

去
る
10
月
１
日
（
土
）
佐

野
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て

田
中
正
造
没
後
百
年
記
念
事

業
を
進
め
る
会
の
結
成
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
田
中
正
造

は
１
９
１
３
年
９
月
に
佐
野

市
船
津
川
で
胃
が
ん
の
た
め

亡
く
な
っ
た
。
来
年
は
百
回

忌
、
再
来
年
は
没
後
百
周
年

に
あ
た
る
。
そ
こ
で
２
年
が

か
り
で
市
民
が
中
心
に
な
っ

て
田
中
正
造
の
顕
彰
を
行
い
、

そ
の
思
想
を
現
代
に
活
か
し

て
い
く
事
業
を
行
お
う
と
す

る
も
の
。

結
成
大
会
の
記
念
講
演
で

は
、
菅
井
益
郎
国
学
院
大
学

教
授
が
「
足
尾
・
水
俣
・
福

島
」
と
題
し
て
講
演
。
福
島

の
放
射
能
汚
染
に
つ
い
て
調

査
す
る
中
で
「
こ
れ
は
現
代

の
谷
中
村
で
は
な
い
か
」
と

の
思
い
を
強
く
持
ち
、
足
尾

鉱
毒
事
件
と
福
島
原
発
事
故

の
類
似
性
、
そ
し
て
田
中
正

造
の
鋭
い
文
明
批
判
、
警
告

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

進
め
る
会
で
は
２
年
後
に

「
田
中
正
造
未
来
へ
の
大
行

進
」
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
し
て
お
り
、
実
行
委

員
を
募
集
し
て
い
る
。

田
中
正
造
没
後
百
年
記
念
事
業
を

進
め
る
会
結
成
大
会
開
催

レ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
日
本
を
知
っ
て
ま
す
か

レ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
日
本
は
、
労
働
者
の
権
利
を
守
る
た
め
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
労
働
運
動
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。


